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1. はじめに  

 我が国における自動車の交通量は，人手やトラフィッ

クカウンタ等の機械によって観測 1)されている．しかし，

人手観測では，調査に膨大な費用を要する．また，機械

観測では，設置や撤去の際に交通規制が必要である．そ

こで，近年，設置の容易な市販のビデオカメラや既設の

道路管理用 CCTV カメラを用いて撮影した動画像を AI

により解析する調査手法が注目されている．既存手法 2)

では，深層学習により高い精度で車両台数を計数できる

が，大型車の判定精度に課題があることが明らかになっ

ている．そこで，本研究では，ナンバープレートに着目

した．ナンバープレートを識別できると，車両種別の判

定や車両の同定が可能になり，新たに交差点交通量も観

測できる．本研究では，第一歩として，ナンバープレー

ト領域の抽出手法を考案する．既存研究 3)では，EyeTech

社の製品を用いて，ナンバープレートを高い精度で識別

できることを明らかにしている．しかし，低所から撮影

した動画像を用いるため，複数車線の道路を対象にした

場合，隣接車線の車両により，ナンバープレートが隠れ，

識別精度が低下する課題がある． 

以上より，本研究の目的は，交通量調査を目的に高所

から撮影した動画像を用いたナンバープレート領域の

抽出手法の考案とした． 

2. ナンバープレート領域の抽出手法の考案 

 高所から撮影した動画像は，ナンバープレートの文

字が非常に小さくて文字を直接抽出するのが困難であ

る．そこで，本研究では，実際の交通状況を撮影した動

画像から車両領域を抽出し，車両領域画像からナンバ

ープレート領域を抽出する手法を考案する． 

（1）車両領域の抽出処理 
 既存研究 2)で有用性が明らかになっている YOLOv3 

の既存モデルを使用して，交通状況を撮影した動画像

から車両領域を抽出する．その際，動画像に 2 本の断面

線を設定し，断面線を通過する 1 台の車両から複数フ

レームの車両領域画像を抽出する． 

（2）車両の部位識別処理 

 車両領域画像からナンバープレート領域を抽出する

ため，既存研究 4)で考案された車両の部位識別モデルを

使用する．車両の部位識別モデルは，深層学習を用いた

画像領域分割の手法である SegNet を用いて，9 種類の

車両の部位（赤：正面，紫：背面，桃：左側面，橙：右

側面，緑：上面，青：前輪，黄：後輪，水色：フロント

ガラス，深緑：ナンバープレート）と背景を識別するこ

とができる． 

（3）ナンバープレート領域の抽出処理 
車両の部位識別の結果からナンバープレート領域を

抽出する手法を考案する．まず，車両の部位識別の結果，

ナンバープレートと識別された領域をラベリングする．

次に，ラベリングされた面積が小さい領域はノイズの

可能性が高いため，面積が最大となる領域を取得する．

最後に，取得した座標値を元画像に反映させることで，

ナンバープレートを抽出する（図-1 参照）． 

 

 

   （a） 取得結果     （b） 反映結果 

図-1 ナンバープレート抽出処理のイメージ 
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3. 考案手法による実証実験 
（1）実験概要 
本実験では，実際の交通状況を撮影した動画像から

YOLOv3 で抽出したナンバープレートの全体が映って

いる 1,000 枚の車両領域画像を用いて，ナンバープレー

トの抽出手法の有用性を検証した．抽出精度を評価す

る際には，抽出成功台数を評価台数で除することによ

り算出した正解率を用いた． 

（2）撮影条件 
動画像は，既存研究 2)で明らかにされている最適な撮

影条件と同様に，道路の路肩部に高さ 3.8m～5.0m程度，

垂直方向の角度が 20°前後になるようにビデオカメラ

を設置して撮影した．また，撮影時のカメラの画質は 4

K 画質，フレームレートを 30fps とした． 

（3）実験結果と考察 
 ナンバープレートの抽出結果を表-1 に示す．表-1 の

正解率を確認すると，高精度に抽出可能であることが

明らかになった．抽出に失敗した車両領域画像を確認

すると，車両のエンブレムをナンバープレートと誤っ

て抽出する車両（図-2 参照），車両の部位識別の結果，

ナンバープレートと識別された領域が欠けている車両

（図-3 参照）が存在した．しかし，抽出に失敗した車両

でも異なるフレームの車両（図-4 参照）では，抽出に成

功していたため，前後のフレームの車両領域画像を用

いて，ナンバープレートの抽出結果を補完できると考

えられる． 

4. おわりに 
本研究では，深層学習による画像領域分割の手法を

用いたナンバープレート領域の抽出手法を考案した．

そして，実証実験の結果から，考案手法の有用性を確認

できた．今後は，抽出したナンバープレート画像から分

類番号や一連指定番号等を抽出し，識別する手法を考

案する． 
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表-1 ナンバープレートの抽出結果 

 

 

（a） 入力画像     （b） 部位識別画像 

図-2 エンブレムを誤って抽出した車両 

 

（a） 入力画像     （b） 部位識別画像 

図-3 ナンバープレートの抽出に失敗した車両 

 

（a） 入力画像     （b） 部位識別画像 

図-4 異なるフレームにおいてナンバープレートの 

抽出に成功した車両 
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処理内容
評価枚数
(枚)

抽出成功枚数
(台)

正解率
(%)

ナンバープレート
の抽出

1,000 990 99
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